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2016 WBTF サマー会議  

議事録  

Helsingborg, Sweden 
 
 

 

 
 

開会宣言   
2016年 8月 10日水曜日午前 9時、サンディ・ウィマー会長が開会を宣言した。 

 

出席者 
 

  金曜日 土曜日 

President Sandi Wiemers X X 

Vice President Jean Patrick Rousset X X 

Secretary Jeff Johnson X X 

Treasurer Paul Rutten X X 

Sport Administrator Moto Tsuchiya X X 

各国代表ボード：   

Australia Roselyne Stevens X X 

Belgium Nancy Deelkens X X 

Canada Joanne Moser X X 

Croatia Marina Milhecic X  

England Nicky O’Neill X X 

France Jean Patrick Rousset / 
Interpreter 

X X 

Germany Danielle Neu X X 

Hungary Laszlo Vadoc   

India Santosh Deshmukh   

Ireland Bernadette Doyne / 
Syl Doyne 

X X 

Italy Stefania Lenzini X X 

Japan Noriko Sugiura X X 

Kazakhstan Alfiya Kalmaganbetova X (non-voting)  

Netherlands Martin Stevens X X 

Norway Open   

Philippines Lily Brakenbury   

Puerto Rico Sammy Torres   

Russia Andrey Kokoulin X  

Scotland Fiona Howat X X 

Slovenia Nada Skuk   

Spain Sara Abad X X 

Sweden Niclas Persson X X 

Switzerland Alessia Dolci X X 

USA Mark Nash X X 
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2016年サマー会議開催にあたり、ウィマー会長から挨拶があった。 

 

議題の追加、修正、削除 

 追加： 

 テクニカルディレクターからの報告 

 

 
 

 
 

報告事項   
 

 
パオラ・デ・マルキが ETC報告を行った。[添付議事録：01 2016 Summer ETC Meeting 

Minutes.pdf]. 

2016年ウィンター会議にて ETC委員が選出され、以降インターネットにて会議を重ねている。2016年 8

月 7日、初めて一同が集まって会議を行った。大変建設的な会議であり、これから 3～4年の間優先して取

り組むべき課題を審議した。 

 コーチとジャッジの教育プログラム。既に資料は沢山あり、ウェブサイトにも掲載されておりコーチや指

導者らも利用している。今後必要なのはこの二者が共同してスポーツに取り組む事。今後も引き続きこの

二者に提供できる資料を作成する。資料は今後も WBTFウェブサイトを通して提供する。今後は公認コー

チの資格導入を検討し、インターナショナルカップのコーチにも公認資格を提供する方向で検討する。 

  

エグゼクティブテクニカルコミッティ報告 

ボード動議 #2 – 2016 ウィンター会議議事録 可決 

2016ウィンター会議の議事録承認。 

 

発議： USA 

セカンド： Netherlands 

 

賛成： 16 (Australia, Belgium, Canada, Croatia, England, France, Germany, Ireland, Italy, Japan, 

Netherlands, Russia, Scotland, Spain, Sweden, USA) 
反対： 0 
棄権： 0 
欠席： 1 (Switzerland) 

議事録 

ボード動議 #1 – 議題承認 可決 

議題に次を追加する： 

- テクニカルディレクターからの報告 

 

発議： Australia  

セカンド：  Canada 

賛成： 16 (Australia, Belgium, Canada, Croatia, England, France, Germany, Ireland, Italy, Japan, 

Netherlands, Russia, Scotland, Spain, Sweden, USA) 
反対： 0 
棄権： 0 
欠席： 1 (Switzerland) 

開会のあいさつ 
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 木製の床で体操技を行う事について研究する－選手の健康や安全上悪影響があるかもしれない。 

 WFNBTAとWBTFの併合に向け、規定やルールの調整を行う。これは既にクリスティン・ベル（WFNBTA

コーチ）とダリーン・キング（WFNBTA審査員）と協力して作業が開始されており、2016年 10月に IBTF

エグゼクティブ会議が開催され、さらに審議される。 

 「フェスティバルスタイル」の大会実施を創設する。対象となるのは底辺レベルの選手。誰でも楽しく参加
できるような大会を開催する。設定ルールも少なくし、参加しやすくする。 

 「エクストリームトワーリング」など新たな競技を開発する。単純な実施方法を検討する（例：ステーショ
ナリーコンプレックスのエーリアルチャレンジ、サムフリップ最高数、スピンコンテストなど）。フェステ
ィバルや国際大会と同時開催も可能。露出度があり、一般やメディア等の目を引くような競技を検討。 

 WBTFの年齢区分システムを単純化する。新たな大会の追加により、年齢区分が複雑化している。出来れば
出生年によって区分できるよう単純化を目指す。 

 またいくつかのルール変更について審議した： 

 レベル Aチーム種目のコンテンツリストリクションを変更し、ダブルエレメントを許可するかどう
か？現段階では現状維持を決定。 

 ドロップとコンテンツリストリクションのペナルティを軽減するかどうか?これらのペナルティに関

しては、正しい方向へと各国を導く意味でも現状を維持すべき、との事で決定。 

 演技途中で退場する選手に対するスコア方法。次回の会議まで保留とした。 

 スポーツマンシップに反した行動をとった選手に対するスコア方法。次回の会議まで保留とした。 

 アーティスティックグループのスコア表示について。合計点と共にペナルティ（CR及び

ドロップ）を表示することで決定。 

 アーティスティックグループ種目に関しより詳細な情報が欲しいとの要望があったので、至急作成し加

盟国に配信する。 

 2016年ウィンター会議で提案されたジュニア部門のショートプログラム導入について検討した。数カ国

（カナダ、イタリア、日本）がサンプル演技を作成した。ETCは現段階において、ジュニア部門のショ

ートプログラムの導入は行わない事で決定。但し今後コンパルソリー動作の改定については検討するこ

ととした。コンパルソリーは第 1回大会より改訂されていない。 

 

質疑応答があった。 

 

USA: 個人種目とチーム種目のレベル Aにおいて、コンテンツリストリクションの内容が異なる事に関する整

合性は何か? 

Technical Director: 個人とチーム・グループにおいてはテクニックだけの問題ではない。チーム・グループ

においてはユニゾンやチームワークなど個人種目には無いデマンドが存在し、これらのスキル向上も要求さ

れる。したがってテクニックの内容のみでこの二つの種目を比較するのは誤りである。 

 

AUS: コーチらはどの様にして教材を入手できるのか? 

Technical Director: ウェブサイトに登録しているコーチや審査員なら、だれでも入手できる。各国は登録す

るコーチや審査員の使命とメールアドレスを提出してほしい。情報を入手すべきコーチや審査員の選択は各

国の判断で行ってほしい。 

 

NET: ETCで決定される内容に関し、各国代表テクニカルアドバイザーの役割は？ 

Technical Director: ウィンター会議においては加盟国のテクニカルアドバイザー全員での会議となるので、

その場で必要な審議を行う事が出来る。 

 
NET: 例えば、アーティスティックグループ種目がヨーロッパ選手権に新たに加わった。  
Technical Director: ETCは継続してアーティスティックグループに関する教育・普及が必要だと考える。 
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ENG: ETC には、レベル B、A からエリートへと選手が移行する際、公平に行うような対策を検討してほしい。 

 

CRO: なぜアーティスティックグループが必要なのか?レベルの低い選手も国際大会に出場させようという

意図か?単にトワーリング技術を競うのではなく、フォーメーションの完成度なども要求するのか? 

Technical Director: コンテンツリストリクションを見るとさほどレベルの高い選手で無くても出場できるが、異なっ

た意味でのデマンドが要求される。この種目導入にはいくつかの理由がある。1）チーム種目とは全く異なった団体

競技の導入、単に人数が増えたチームとは異なる、2）演技の「質」及び「完成度」を要求する種目である。 

 
IRE: 一般の観客に対してアピールできる種目を目指すのでは? 

ENG: 単に物珍しい演技を要求するのではなく、演技の完成度が重要－フォーメーション、コレオグラフィ、

音楽性、ボディワーク等。 

NET:種目としてはまだ開発中なのに、既にヨーロピアン選手権での実施が決定している事を懸念する（旧グ

ループ種目に代わって新しく導入される）。 

Technical Director: これは新規の種目なので、落ち着くまでには時間がかかる。ETCはより多くの情報を配信

し、方針を明確にする。 

 

 
ウィマー会長は Czech Majorette Twirling Organization (CMTO) の役員らを紹介、暫定会員として加盟を希望

している。 

 

 この団体は 2014年に設立。 

 本部はプラハ湖の近く。 

 メジャレット団体として設立。 

 初年度は良い運営が出来た – 400名の選手が加盟 

 2014年度、2大会を開催、600名の参加者 

 2015年度、トワーリング部門を設立。会員 450名の内 50名がトワーリング部門に所属。 

 現在メジャレット部門は 1300名、トワーリング部門は 110名が加盟。 

 2017年度、メジャレット・トワーリング部門で初めての全国大会を開催予定。 

暫定加盟の承認に関しては会議終了時まで保留とした。 

 

 
二クラス・ペアソンより大会最新情報の説明があった。 

 DVD申込用紙はレジストレーションデスク、又は記念品販売所にて配布。動画は DVDに保存して
販売。全大会収録分のみの販売。 

 トワールネイションクリニックの申し込みも、レジストレーション又は記念品販売所で受け付ける。 

 昼食予約をしなかった者は、会場内レストランが使用できる。 

 オープンフロア時は、当日出場する選手のみに開放する。 

 開会式時は、第 2アリーナに各国集合する事。 

 審査員席上部は VIPエリアに指定されている。 

2016年世界選手権大会 

新規加盟国 報告 



P a g e 5 | WBTF Summer Meeting Minutes & Motions: August 10, 2016  

 

 
コミッションを代表し、ニッキー・オニールが報告。 

 

[添付議事録： 02 2016 Summer European Commission Minutes.pdf]. 

 

 
 

 
 

 

ボード動議#5 – スケジュール（案） 可決 

ポリシーマニュアルに記載されている内容は「予定」案であり、その様に明確に記載する。 
 

発議: Netherlands 

セカンド: USA 

 

賛成: 15 (Australia, Belgium, Canada, Croatia, England, France, Germany, Ireland, Japan, Netherlands, 

Russia, Scotland, Spain, Sweden, USA) 
反対: 0 
棄権: 1 (Italy) 
欠席: 1 (Switzerland) 

ボード動議#4 – ヨーロッパ大会のジャッジパネル 可決 

全てのヨーロッパ大会において、参加各国は必ず自国の審査員を 1名以上提供する。 
 

発議: Sweden  

セカンド : England 

 

賛成: 15 (Australia, Belgium, Canada, Croatia, England, France, Germany, Ireland, Japan, Netherlands, 

Russia, Scotland, Spain, Sweden, USA) 
反対: 0 
棄権: 1 (Italy) 
欠席: 1 (Switzerland) 

ボード動議#3 – 不参加許可 可決 

ヨーロピアンコンベンションへの審査員不参加を許可する。 
 

3年後に再度審議する。 

 

発議: Scotland 

セカンド : Sweden 

賛成: 15 (Australia, Belgium, Canada, Croatia, England, France, Germany, Ireland, Japan, Netherlands, 

Russia, Scotland, Spain, Sweden, USA) 
反対: 0 
棄権: 1 (Italy) 
欠席: 1 (Switzerland) 

ヨーロピアンコミッション報告 
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コミッションを代表し、ジョン・チェンバレンが報告。 

 

[添付議事録：03 2016 Summer Pan-Pacific Commission Minutes.pdf] 

 

ENG: ヨーロピアンコミッションは、WBTFが定めるルールをなるべく遵守するように活動してきた。パンパ

シフィックコミッションの場合は、規定に関してはより自由な解釈をしている。パンパシフィックが自由な

解釈が出来るのなら、ヨーロピアンも同様な対応をすればより自由な運営が出来ると思う。 

 

 
マリーナ・ミヘルチッチより 2017ウィンター会議及びインターナショナルカップの説明があった。 

 

ポーレッチのビデオが紹介された。WBTFウェブサイトに掲載中。 

(http://www.wbtf.org/content/getting-know-poreč). 
 

2017ウィンター会議の詳細は 2017インターナショナルカップウェブサイトに掲載中。 

(http://twirl-internationalcup2017.com). 
 

2017インターナショナルカップにおいては「ステイ・トゥ・プレイ」規定は有効である。2017年 3月 1日

までに旅程を予約する事。 

 

 
アスリートコミッションを代表し、土屋素明が報告。 

 

[添付議事録： 04 2016 Summer Athletes Commission Minutes.pdf] 

 

 コミッション会議は成功裏に終わったが、参加国がもっと必要。 

 月曜日に会議を開催するのは、まだ到着していない国もあり早期すぎる。コミッションからはアスリートパ
ーティ直前に会議を開催すべきとの提案があった。 

 また年間を通して定期的にテレカンファレンスを開催する。 

 WBTFレコードブックにおいて、アスリートコミッションメンバーを紹介する。また WBTFウェブサイト
において各国代表メンバーの写真と自己紹介を掲載する。 

 国際大会において「アスリートラウンジ」を設置し、選手同士の交流を図ってはどうか。 

 可能であれば、大会会場内での WiFi機能を設置してほしい。大会に同行できなかった家族や友人達とのコ
ミュニケーションを図りたい。大会会場全体が無理であれば、アスリートラウンジ内だけでも WiFi接続を
可能にしてほしい。 

 「ワールドトワーリングディ」を企画中。4月中に開催。世界各国の選手らが同じ振り付けを習い、当日の
演技を SNSにて各自配信する。バトントワーリングの更なる普及を目的とする。所属組織・団体や年齢に
関係なく、誰でも参加が可能。 

 役員改選が行われ、今期より 4年間次の役員が選出された： 

 共同議長：: Anastassia Tsaloukas (AUS), Joyce van der Locht (NET) 

 セクレタリー： Adaline Bebo (USA) 

アスリートコミッション報告 

2017インターナショナルカップ＆グランプリ大会報告 

パンパシフィックコミッション報告 

http://www.wbtf.org/content/getting-know-pore%C4%8D)
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継続審議   
 

 
ENG: 必ず必要な規定であり、これ以上審議の必要性は無いのでは。 

 

FRA: もし規定が行使された場合、フランス選手は大会出場を拒否する者が表れるだろう。そうなると大会エ

ントリー数が減少する。勿論規定導入は必要であり、主催国によって財政状況が異なる事も理解する。 

 

NET: イングランドに賛成。この件に関してさらに審議する必要があるのか?2016ウィンター会議にて審議済

みの案件。 

 

USA: 規定導入には問題無い。但し、主催国がこの規定を行使するのであれば、早期から告知し参加国に十

分の時間的猶予を与える事。またホテルの選択肢も豊富にし、事前に詳細を各国に告知する事。遅くとも

大会開催の 13カ月前には情報が必要。 

 

 
2015インターナショナルカップ時のビデオ販売について、現在でも CBTFとの間で問題が存在する。至急問

題解決が必要。 

 

JAP: ビデオ購入に関しては購入者と CBTFとの商取引であり、日本バトン協会としてはこの問題には関わ

りたくなかったが、あまりにも多くの購入者からの相談があり、介入せざるを得なくなった。協会が把握

しているだけでも、26件の問い合わせがあり、内容は様々： 

 メールすら届いていない者がいる。 

 メールは届いているが、ビデオが足りない。 

 画像をダウンロードできない。 

 DVDの作成が出来ない。 
 

日本としては、至急購入者に商品を納品し、全額返金を要求する。 

USTA: 我々の会員も同様な問題を抱えている。マネージャーがリストを持っている。 

ENG: 2014年世界大会においては、バトンビズ社が大会ビデオをイングランドに提供するはずだったが、

提供されなかった。コンパルソリーやショートプログラムはアングルも質も悪い（選手の手足が切れてい

た）。フリースタイル、ペア、チームも固定カメラでの撮影で、選手が小さく映り、また写っていない者

もあった。BBTSAが独自に撮影していなかったら、記録は全く残らない所だった。 

 

CAN: バトンビズ社は 2015年大会のビデオ提供者だった。 

 

CBTFは日本及びアメリカ代表者と別途面談し、問題解決策を検討する事となった。 

 

 
 2016カリビアンカップの開催は中止となった。 

 

2018年、19年以降に関しては、ヨーロピアンコミッション会議で別途検討する事となった。 

 

 
ウィマー会長より、抗議・申し立て規定に関する提案があった。この規定は世界選手権大会、インターナシ

ョナルカップ、そして大陸別カップ大会の全てに適応される。 

抗議・申し立てに関する規定 

大会開催予定 

ビデオ撮影及び DVD販売 

「ステイ・トゥ・プレイ」規定 
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USA: この規定は誤ったペナルティを課された時と同様に、「見逃し」時にも適用されるのか?またはペナ

ルティを課された時のみの規定か? 

President: 原案は今まで発生した問題を基に作成されたので、現段階では誤ってペナルティを課した時のみ

を想定している。 

 

USA: もし規定が承認されれば、多くの者が申し立てをして、手に負えなくなるのでは?たとえば苦情申し

立てをするには何らかの手数料を設定しては（苦情申し立てが正しかった場合は返金する）？ 

 

Secretary: 規定案にはテクニカルディレクターとジャッジチェアにビデオによる演技の再確認を行う事とな

っている。どの様なビデオでも良いのか（観客が撮影したビデオ等）、又はWBTFが指定したビデオ業者の

者に特定するのか? 

President: WBTFが認定した業者のビデオのみであるべき。 
 

IRE: 規定案が、申し出は演技終了後 30分以内と限定しているのであれば、結果公表に関する厳正な規定も

必要となる。例えば、ヨーロピアンカップの準決勝結果は当日公表されなかった。 

 
ESP: 電子メールでの申し立ても可能か?又は電子メールでのみの申し立て申請か? 

President: 申し立ては、出来れば演技終了後すぐに直接申し出てほしい。部門終了時まで待つ必要はない。 

 

FRA: 誰が抗議・申し立てを行えるのか?大会をライブストリーミングで配信する以上、一般観客からの申し

立ても受け入れるべきでは（他のスポーツでは既に行っている）? 

President: 申し立ては加盟国協会の代表者のみが行える（例、テクニカルアドバイザー、ジャッジ代表、又

は会長）。 

 

ボード会議において規定案が検討され、修正が加えられた： 

 ‘incorrectly’ を ‘assessed’の前に挿入、正しく課されなかったペナルティも誤って課されたペナルティも
申し立てができるようにする。 

 抗議・申し立て時には必ずWBTFが認定したビデオ撮影社のビデオで判定する。 

 集計や計算ミスによる抗議・申し立ての場合は 48時間以内に電子メールでも行える。ペナルティに関し

ては演技進行上の問題もあるので、直接その場で申し出る。 

 

[承認済み規定： 05 Correcting Errors in Tabulation and Re-awarding athletes_rev BOD9.23.pdf] 

 

 

ボード動議#6 – 抗議・申し立て 可決 

抗議・申し立て規定案に修正を加えた上で承認する。 
 

有効： September 2016 

 

発議: USA 

セカンド: IRE 

賛成: 16 (Australia, Belgium, Canada, Croatia, England, France, Germany, Ireland, Japan, Netherlands, 

Russia, Scotland, Spain, Sweden, Switzerland, USA) 
反対: 0 
棄権: 1 (Italy) 
欠席: 0 



P a g e 9 | WBTF Summer Meeting Minutes & Motions: August 10, 2016  

新規審議事項  
 

 
ENG: 新規加盟国勧誘の為WBTFはどのような活動をすべきか?ウェブサイトの活用はすでに進んでいるが、
実際に相手とあって話しをすることが重要。 

 

ウィマー会長より、ロシア協会、カザフスタン協会に対し、現在の活動内容の報告を促した。 

RUS:トレーニングキャンプやセミナーを実施。60名程度のトワラーが集まった。 

KAZ: 2年前よりトワーリングオープン大会を始めた。当協会は 13年前に設立され、国内オリンピック委員会

よりスポーツとして認められている。 

 

 
 

 
ウィマー会長よりボードに対し、2017年ウィンター会議までに 3名の追加メンバーを募りたい、との申し入
れがあった。（テクニカル、ジャッジ、コーチ各コミッティより 1名ずつ） 

 

ENG: コミッティ事態の拡大は必要ない。それよりもプロジェクトを多くの国の担当者に割り振るべき。 

 

MT: 確かに取りかかるべき業務は多く、既に業務を分担している。しかし業務が多い割には、その一つ一

つのプロジェクトは ETCメンバーが管理しなければならないので、やはり ETCの増員が必要。 

 

FRA: ETC の業務は連合の方向性を示し、業務を分担する事。しかし、ETC のメンバーに日本人が一人も

いない事を残念に思う。 

 

ボードは ETCの現状維持を決定。 

 

 
毎年エントリーが遅れたり不完全な状態でのエントリー提出が続いている、と会長より報告があった。完全

なエントリー情報を期日までに提出しない場合、エントリーは一切受け付けない、との提案があった。 

 

ENG: エントリー締め切りが 5月 15日に変更された後、各国それに合わせた選考スケジュールが導入された。

しかし 2016年大会時においても、出場抽選時においてまだ選手名が空欄のままの国もあった。 

 

SWE: 締切日を遵守すべき。締切日は堅く守り、従わない国の大会参加を認めるべきではない。 

エントリー締め切りの遵守について 

エグゼクティブ・テクニカル・コミッティの拡大について 

ボード動議#7 – CMTO暫定加盟承認 可決 

CMTOの暫定加盟を承認する。 
 

発議: SWE 

セカンド: AUS 

賛成: 16 (Australia, Belgium, Canada, Croatia, England, France, Germany, Ireland, Japan, Netherlands, 

Russia, Scotland, Spain, Sweden, Switzerland, USA) 
反対: 0 
棄権: 1 (Italy) 
欠席: 0 

新規暫定加盟国協会 - CMTO 
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President: エントリーに関するいくつかのポイント： 

1) エントリー締切日は早過ぎないか? 
2) 締切日後のエントリーに対する罰則は? 

3) 抽選時に選手名は必要か? 

ボード会議ではまずエントリーの日程を審議した。 

 
 

 
 

USA: 我々の協会では累積罰則金の制度を導入している。1日遅れるごとに＄20加算。最終締め切りまでに

エントリーされない場合はリザーブ選手が出場する。 

 

NET: 事務作業のミスの為に選手が出場できなくなるのは酷過ぎるのでは。 

President: 絶対に必要な資料はスプレッドシートとパスポートコピーの 2種類。 

IRE: 大変重要な事案なので、急いで決定すると次回のウィンター会議で再度審議しなければならなくなる。 

 

ENG: 動議8番9番を再度検討する必要があるかもしれない。選手権大会とカップ大会は異なったアプローチが必

要なのでは。 

 

ウィマー会長は特別小委員会を結成し、ボードへの提案事項をまとめるよう指示した。(USA, SWE, ENG, 

NET, Secretary). 
 

会議休憩 

 
 

ボード動議#9 –世界大会エントリー締切日 可決 

締切日は 5月 15日では無く、世界大会開始日の 8週間前とする。 
 

発議: SWE 

セカンド: CAN 

 

賛成: 16 (Australia, Belgium, Canada, Croatia, England, France, Germany, Ireland, Japan, Netherlands, 

Russia, Scotland, Spain, Sweden, Switzerland, USA) 
反対: 0 
棄権: 1 (Italy) 
欠席: 0 

ボード動議 #8 – ヨーロッパ大会エントリー締め切り 可決 

締切日は 5月 15日では無く、ヨーロッパ大会開始日の 6週間前とする。 
 

発議: CRO 

セカンド: NET 

 

賛成: 16 (Australia, Belgium, Canada, Croatia, England, France, Germany, Ireland, Japan, Netherlands, 

Russia, Scotland, Spain, Sweden, Switzerland, USA) 
反対: 0 
棄権: 1 (Italy) 
欠席: 0 



P a g e 11 | WBTF Summer Meeting Minutes & Motions: August 10, 2016  

2016年 8月 13日の大会終了後、サンディ・ウィマー会長が会議を再開した。 

 

 
特別小委員会を代表して、ニッキー・オニールが 2つの提案内容を説明した。1つ目はエントリーの締め切り

日について、2つ目はこれに関わる罰則について。 

 

[提案事項添付： 06 Entry & Deadline Policy Board Motions_Rev.pdf] 

 

 
 

 
 

 
ウィマー会長より、チェコ NBTAからもWBTFへの加盟申請希望が提出された、との報告があった。 

WBTFの定款によると、暫定加盟協会は 1国につき複数加盟も可能との説明があった。 

Spain:どれだけの期間、暫定会員として加盟できるのか? 

President: 通常 4年間程度。延長も可能。その協会が自国でどのような活動を行っているのかを十分確認する必
要がある。また暫定加盟協会は毎年その活動内容などをボード会議にて確認する。 

 
ENG: ハンガリーの状況は? 
President: ハンガリーとはコンタクトをとっており、今回のスウェーデン大会は不参加、との事。 

新規暫定加盟協会 - CMTO 

ボード動議#11 –エントリー罰則について 可決 

特別小委員会提案 2番を承認する（罰則について） 
 

発議: NET 

セカンド: USA 

賛成: 12 (Australia, Belgium, Canada, England, France, Germany, Ireland, Japan, Netherlands, Scotland, 

Sweden, USA) 
反対: 0 

棄権: 3 (Italy, Spain, Switzerland) 

欠席 : 0 

ボード動議#10 –エントリー締切日について 可決 

特別週委員会提案 1番を承認する（締切日について） 
 

発議: ENG 

セカンド: AUS 

賛成: 14 (Australia, Belgium, Canada, England, France, Germany, Ireland, Japan, Netherlands, Scotland, 

Spain, Sweden, Switzerland, USA) 
反対: 0 
棄権: 1 (Italy) 
欠席: 0 

エントリー締め切りの遵守について 
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二クラス・ペアソン会長よりライブストリームの状況報告があった。(2016年 8月 13日現在): 

 開会式: 8871件 

 木曜日: 約 23,000 件 

 金曜日: 約 41,000 件 

 土曜日: 約 33,000 件 

 2014年ウィナーズビデオ: 127,000 件 (2016年 8月 11日木曜日以降) 
 

 
 
 

Respectfully Submitted: 
 

Jeff Johnson 
WBTF Secretary 

ボード動議 #12 – 閉会 可決 

2016年WBTFサマーボード会議を閉会する。 

発議: Netherlands 

セカンド: Canada 

2016世界選手権大会 


